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令和5年度　学校評価表（　計画　・　中間　・　最終）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　５月初旬　・　１１月末　・　３月初旬　】

a
学校教育目標

「前向き　（Ｂｅ　ｐｏｓｉｔｉｖｅ．）」
ｂ

経営理念
ミッション・ビジョン

心豊かで確かな学力を備えた教育の推進　
　　地域に開かれ，地域の期待に応え，地域から信頼される学校の創造
　　地域を愛し，地域から愛され，地域に生きる子どもの育成

評価計画（５月初旬提出） 自己評価 学校関係者評価 n改善方策

ｃ
中期経営目標

　（３年後を見据え
て）

ｄ
短期経営目標
　　（今年度）

e
目標達成のための方策

ｆ
評価項目・指標

ｇ
目標値

i＝
h/g
達成
度

ｊ評価 
A～Ｄ
４段
階評
価

ｋ結果と課題の説明
（短期経営目標につ
いての評価結果）

ｌ 自己評価に関する評価

（関係者評価者の合計人数）

１１月 3月

自
己
認
識

、
自
分
の
進
路
選
択

、
表
現
が
で
き
る

【知】
自己表現できる生徒
の育成
～学力の定着と自ら
を語れる生徒～

〇確かな学力の定着
・　標準学力調査で県平
均・全国平均以上（各教
科）

〇全国学力・学習状況調
査、標準学力調査の結果及
び内容を意識した、日常の
授業を展開する。
・各学年各教科の現状の把
握と課題を明確にする。
・各教科において、課題解決
の方策と目標を明確に持
つ。

〇　町学力調査の結果
各教科県・全国平均以上

全国
平均

85.2% 85.2% Ｂ

●全国学力・学習状況
調査において，県･全
国平均ともに下回っ
た。特に自分の考えを
根拠を明らかにして書
いたり，証明を記述し
たりするなど表現力に
課題がある。
○基礎基本は定着し
つつある。
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・学テの結果分析を基に組織的
に取組を進めており，今後の学力
向上が期待できる。
・先日，数学を見させて頂いた時
も子供達の学習意欲は高く感じま
した。
・以前の学力レベルに戻したいと
いう意思は確認できたので支持し
ます。ただ，自己表現できる生徒
の育成という目標に対して，教科
で点をとる能力が大きく関わると
は考えにくい。

・国数英においては，学テの
結果の分析から課題を割り出
し，改善に向けて引き続き取り
組む。
・それ以外の教科も夏休みの
研修以降，課題解決に向け
て，基礎基本的な内容の定着
を図っているので，取組を継
続する。
・12月，１月実施の町内標準
学力調査に向け，また，生徒
の基礎学力の定着に向けて，
冬休みの課題をしっかりと取
り組ませる。

〇自分を語れる表現力
・　自信をもって、自分に
ついて語れる、自分の考
えを語れる生徒の割合
80％以上。

〇各教科・領域等において、
自分の考えをもたせる、語ら
せる、表現させる等の取組
の工夫

〇表現力に係る生徒
の意識調査
（肯定的評価）

80% 74.9% 93.6% Ｂ

○ペアやグループで
の交流や1分間ス
ピーチ等，表現の場
の設定により徐々に
表現できるように
なっている。
●教師が説明しすぎ
る傾向が依然として
見られる。
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・たとえ，教科のテストが苦手で
も，自分の良さは何なのか，人に
負けない点はどこかを気付く手助
けをするような教育であってほし
い。
・自己表現の内容レベルの向上
に取り組めば，自分のやりたいこ
とも明確となり学習への意欲も高
まると思う。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・１分間スピーチなどの取
組は，表現力のトレーニングには
最適だと思います。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　・４分の１の生徒
は，不安があるのではないかと思
います。この生徒さんへの対応を
お願いします。

・教科の特性を生かしながら，
引き続き，授業内で生徒が表
現する場を設定する。その
際，教員や生徒同士による肯
定的な評価を行う機会を設け
て自信がつくようサポートして
いく。
・ＨＲでの自己表現タイムにお
いて担任を中心に評価し，表
現力を育成していく。
・３年生の公立高入試に向
け，模擬面接の機会を通し
て，表現の場を設定するととも
に自分についてしっかり語るこ
とができるよう指導する。

豊
か
な
心

【徳】
①豊かな心
◆PPG・レベル５の
あいさつ
◆無言移動、無言清
掃、靴揃え

〇自ら元気なあいさつ

〇全体指導、学級指導、
個々の指導を意図的につな
げる。
〇日常の活動における指導
と評価の一体化。

〇学校生活での生徒
の様子、生徒の意識
調査及び地域の声を
もとに教師が評価
（肯定的評価）

80%

ｊ評価　A～Ｄ　４段階評価 

80.4% 101% Ａ

○あいさつが自己表
現の基本であることに
ついて全校で共有す
ることができ，意識は
高まっている。あいさ
つの取組から校歌の
取組，合唱の取組
等，次につなげる指
導ができている。
●日常的なあいさつ
に比べ，授業やHRで
のあいさつは十分と
はいえない。
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Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）<１００

Ｃ：６０≦（もう少し）<８０
Ｄ：（できていない）<６０

1 1

・あいさつを起点として少しず
つレベルアップさせようと粘り
強く指導されている。　　　　　　
　　　　　　　　・子供達から積
極的にあいさつをしてくれま
す。
・自己評価の指標が当該生
徒，教員，保護者の身内によ
るアンケートのため実状をう
つしていると考えるには無理
があるのではないか。

・あいさつ・無言清掃とも委員
会が中心となって前向きに取
り組む。委員会の取組が成果
につながるようにするために
も，教師が規範となることや取
組の意義を伝えることを継続
する。
・取組の成果や課題を明確に
するために，生徒，教職員だ
けでなく保護者や地域の方に
も評価していただく。できてい
ることとそうでないことを生徒
にわかりやすく伝えながら，指
導を継続する。


